
子どもにやさしいまち チェックリストによる評価
　令和４（2022）年度中で、「子どもたちにやさしいまちづくり」が
　・どのように進められているのか
　・その年の進み具合はどうか　　　　　　　　　を振り返った結果は、下表のとおりです。

◎：よくできた項目　○：できた項目　△／ー：できていない項目
※アドボカシー：子どもの権利を意識した企業（会社）などによる活動

ユニセフ日本型
『子どもにやさしいまちづくり事業（CFCI）』

　安平町は、令和３（2021）年12月17日、ニセコ町・宮城県富谷
市・東京都町田市・奈良県奈良市とともに、日本で初めてのCFCI実践
自治体となりました。

Ｃｈｉｌｄ
Ｆｒｉｅｎｄｌｙ
Ｃｉｔｉｅｓ
Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ

頭文字をとって「CFCI」と呼ばれます。

また、「子どもにやさしいまちづくり事業」として日本語

訳があてられています。『子どもの権利』を前提として取

り組むものです。
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